
  

 

 
 
  
 

２月に入り、「節分」そして「立春」を迎えます。いよいよ、暦の上では「春」に

なり、子どもたちは学年のまとめを行うとともに、新しい学年の準備に取り組んで

います。学習面では、１２月に実施した「到達度テスト」の結果をもとに、学年の

学びのフォローアップを進め、新しい学年につなぎます。また、児童会の役員を選

出し、児童会の引き継ぎを行うとともに、通学班の引き継ぎも行い、令和８年度の

新たな体制を整えます。ＰＴＡにおきましても、本部役員・学級役員を選出、令和

８年度の体制が整えられました。 

 

 

  

 

「スクリレ」の運用開始から１年が経過しまし 

た。学校と家庭を結ぶ情報共有システムとして 

ご活用いただき、ありがとうございます。 

 また、ご協力の成果として７０００ポイント超 

を得ましたので、子どもたちが楽しめ 

る「スプーンリレーセット」 

と交換させていただきます。 

引き続き、ご協力を 

よろしくお願いいたします。 

 

 

「自立」を意識して  

４月には新１年生が入学し、それぞれに学年が一つずつ上がります。５年生は

最高学年に、６年生は中学校へ。始業式で子どもたちに話をしましたが、新たな

学年へむけて、「自立」（自分のことは自分でする）を意識し、ステップアップす

る３学期にしてほしいものです。「あいさつ」「早寝・早起き」「ゲームやスマホ等

のルール」「朝ごはん」「家庭学習」「運動」・・・自分から取り組めるように、声

をかけ、ひとまわり成長して新学年につないでいきましょう。 

「節分」「立春」 近づく 春の足音 

「スクリレ」の運用  1年 

１・１７ 阪神淡路大震災 追悼 

学校だより｢柳城｣ 
小野市立小野小学校 
令和８年 １月３０日 

１月１７日、阪神・淡路大震災から 3１年を

機に、追悼とともに防災について考えました。 

阪神・淡路大震災を経験し、能登半島地震等

の学校復興支援ボランティアに震災・学校支援

チームＥＡＲＴＨ員の先生の話をお聴きしまし

た。その後、地震に対する備え・防災について学

ぶとともに、災害時の助け合い・悲しみへの寄

り添い、復興へむけてできることに取り組む気

持ちなどの「心」についても学びました。 

ご家庭におかれましても、災害について見直

す機会になったことと思います。 

※ 令和８年１１月１４日、地域防災訓練が小野小で開催されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定 

１ 日  １５ 日  

２ 月 児童朝会 １６ 月 児童会(各委員長を含む)引き継ぎ集会 

３ 火 【３年】社会見学（小野警察署） １７ 火  

４ 水 学習参観・一斉下校・ロング昼(なかよしキッズ)  １８ 水 ロング昼休み（学級） 

５ 木 新１年生入学説明会 １９ 木  

６ 金 クラブ活動 ２０ 金 ハートフル弁当・委員会活動 

７ 土  ２１ 土  

８ 日  ２２ 日 春をよぶ ONO JINYAコンサート 

９ 月 【3年】社会見学（ヤマサかまぼこ・姫路科学館） ２３ 月 天皇誕生日 

１０ 火 【6年】中学校一日入学【4年】社会見学（バンドー青少年科学館・ポートタワー） ２４ 火 月曜時間割 

１１ 水 建国記念の日 ２５ 水 【３年】自転車訓練 第１５４回創立記念日・ロング昼(町）･一斉下校 

１２ 木  ２６ 木 おの検定（漢字・計算） 

１３ 金 18:30ＰＴＡ役員会 短縮5時間14:00下校 ２７ 金 ６年生を送る会 

１４ 土  ２８ 土  

※３月２３日（月）卒業証書授与式（5年参加）・３月２４日（火）修了式 ・ ４月７日（火）始業式 

３年 社会見学（小野警察署） 

社会見学（ヤマサかまぼこ・姫路科学館）   

自転車訓練 

４年 社会見学（バンドー青少年科学館･ポートタワー） 

６年生を送る会に向けて 
2月１６日に、児童会（各委員長を含む）

の引き継ぎを行います。在校生は、「6年生

を送る会」へむけて、お世話になった 6年

生に感謝の気持ちを伝えようと、一生懸命

に準備を進めます。 

「おの幼稚園」開園へ 

２月２日、隣接する｢おの幼稚園｣の竣工式が行われます。同日13時～15時と7日（土）

10～12時に内覧会もおこなわれます。（詳細は、広報「おの」１月号をご覧ください。） 

他の工事と重なる中、駐車場整備をはじめとする工事の円滑な実施にご理解とご協力を賜

り、誠にありがとうございました。 

令和 8 年度より、3 歳児から 6 年生の子どもたちが隣接して学ぶこととなります。幼児

期と学童期の学びを円滑な接続する取組も進めています。子どもたちにとって、一層充実し

た学びとなるように取り組んでまいりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

各学年の体験的な学習 


